
【第25回申請】

【第28回申請】

【今回申請】

(新設)：W=2.0m　階段
非常用照明灯

【第18回申請】

基幹事業との関連性

※効果促進事業等である場合には以下の欄を記載。
関連する基幹事業

H28年度 H29年度 H30年度 R01年度 R02年度

関連する災害復旧事業の概要
・漁港施設災害復旧事業　　（防波堤、物揚場、船揚場等）
・海岸保全施設災害復旧事業（海岸防潮堤の整備）

（「南三陸町震災復興計画」P.60-61記載）

当面の事業概要
　　令和２年度　　  避難路工事等　　　　１式
　　令和３年度　　　避難路工事等　　　　１式

東日本大震災の被害の関係

　泊浜・稲淵・館浜地区では、東日本大震災の津波により集落内の住宅の約半数と漁具倉庫・作業場等の水産関係施設
のほぼ全てが流出した。本事業は、住宅の高台移転や漁業活動の本格再開に向けた取り組みと連携して、集落の生産・
生活環境を復興し、安心して暮らし続けられる漁業集落の整備を実現するものである。

合　計
交付対象事業費

　　令和４年度　　　避難路工事等　　　　１式

交付決定対象事業費 合計 125,665 千円

（事業間流用による経費の変更）（平成29年5月1日）
平成29年度事業として防災安全施設の整備を行うため、☆F-1-1-1漁業集落復興効果促進事業より6,385千円（国費：
H26予算4,788千円）を流用。これにより、交付対象事業費は119,280千円（国費：89,459千円）から125,665千円（国費：
94,247千円）に増額。

　関連工事の遅れに伴う事業期間の延伸（完了予定：令和元年度→令和２年度）

　1～4号避難路工事を令和３年度に延伸

　2号避難路工事を令和４年度に延伸
年度別事業費

(新設)：W=2.0m　階段２号避難路
ｍ

　　事業番号

　　平成29年度　　　本工事（☆F-1-1-1より流用）

　　平成28年度　　　本工事、工事発注支援 １式 34,035

１式 6,385 千円

基8N=避難標識

【第14回申請】

ｍ100L=(改良)：W=2.0m１号避難路
ｍ

L=(新設)：W=2.0m　階段４号避難路

千円

　　平成26年度　　　用地測量、測量設計、工事発注支援 １式 39,505 千円

(新設)：W=2.0m　階段３号避難路（廃工）

　　平成27年度　　　用地取得等、本工事、工事発注支援 １式 45,740 千円

【第10回申請】

ｍ70L=５号避難路
基

ｍ40

9N=

交付団体 南三陸町 事業実施主体（直接/間接） 南三陸町（直接）
総交付対象事業費 119,280千円 全体事業費 125,665千円

　（１）防災安全施設整備

事業概要
【対象地区】　泊浜・稲淵・館浜地区

　泊浜・稲淵・館浜地区は宮城県南三陸町にある第２種泊漁港、第１種稲淵漁港及び館浜漁港の背後集落であり、カキ・
ワカメを中心とした海面養殖業、大型定置などが営まれている水産業が盛んな地区である。しかし東日本大震災の津波
により壊滅的な被害を受けている。現在、集落の復興に向けて努力が続けられているが、復興にあたっては、安全・安心
さらに快適で災害に強いまちづくりを目指しており、本事業による防災安全施設整備により、生活・生産基盤を整備し集
落及び漁業の復興を進めるものである。

【整備内容】

50L=
30L=

（様式１－３）
南三陸町復興交付金事業計画　復興交付金事業等個票

令和4年3月時点

NO. 129 事業名 漁業集落防災機能強化事業（泊浜・稲淵・館浜地区） 事業番号 C-5-20


